
 

 

 

 

幕が上がる 
 

『やりきった』2学期でしたか？ 
 1年間のなかで一番長い 2学期が終わります。 

思い返してみましょう。『やりきった』って言える 2学期でしたか？ 

 体育大会や文化発表会では、『繋がる』ということを考えることができたの

ではないでしょうか。 

小さな折り紙でも、力を合わせたら『すごい作品』になること。 

クラスの力を合わせて取り組んだら『達成感』があること。 

そして、真剣に取り組むって『かっこいい』ということを先輩たちの演技から

感じましたね！ 

 そんな『真剣な姿』は、みんなの授業の姿からも感じます。それは、『学ぼ

う』とする姿勢、『やってみよう』とする姿勢です。 

休み時間と授業の「切り替え」を意識して『常に』チャイム着席を意識する人

が多く、授業も『真剣に聞く・考える・取り組む』ことができていると思いま

す。 

 小さな 1 歩を積み重ねることで大きな 1 歩になります。地道にコツコツと

積み上げたものは自分たちの力となって必ず返ってきます。 

3 学期も『普段の生活』を大切にしていきましょう。 

 

短いけれど… 有意義な冬休みに！ 
 今年は春の休校期間があり、短い冬休みですね。 

コロナのこともあり、家にいる時間が長い人もおると思います。いつもはバタ

バタと急がしくしている人は、日ごろの感謝の気持ちを込めて掃除や料理の 

手伝いなどをやりましょう。 

まだわからないかもしれませんが、「やってもらう」ことは「あたりまえ」で

はありません。いろんなことに感謝の気持ちを持ってすごすようにしてくださ

いね！ 

また、年明けにはチャレンジテストがあります。 

このテストがみんなの成績に直接影響することはありませんが、『今どのくら

いできるのか？』を知るための力試しだと思って挑みましょう！ 

特別な準備は必要ありませんが、 

『1・２学期に学習した内容の復習』をして 

おきましょう！ 

 

それでは、よい冬休みを！ 
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2020 年が終わります。 

あっという間でした… 

元気に５日に会いましょ

う！よいお年を！ 



 

◎冬休みの宿題 
教科 課題の内容 提出日 

国語Ⅰ 

・単元別漢字 p４２～４７（○付けはしないこと） 

・年賀状をポストに忘れず投函する。 

・年賀状大賞コンテスト応募作品、未提出の人 

始業式 
（年賀状は学校

に届きます。） 

国語Ⅱ 
・品詞分類表を覚える 

（カードを使って 2分以内に並べられるようにすること！） 
 

社会 ・冬休みの宿題の冊子 始業式 

数学 ・冬休みの宿題冊子 ・問題集Ｐ97まで 最初の授業 

理科 宿題なし。ワークをすすめる。  

美術 ・創作文字未完成者のみ仕上げてくる。（振り返りを含む。） 最初の授業 

保健 

体育(男) 

・実技の教科書（柔道）を読んでおくこと。 

・ラジオ体操第一と補強運動（腕立て伏せ、背筋、腹筋）×１５ 
 

保健 

体育(女) 

・創作ダンスを考えてくること。 

・ラジオ体操第一、補強運動、ランニング 体力を落さないこと。 
最初の授業 

技術 ・第三角法と等角図のプリント 始業式 12 時〆 

英語 ・英語N 他己紹介＜Nノートに＞ 最初の授業 

その他 ・いま未来手帳に毎日の振り返りを書く。 始業式 

1月の予定 

5 火 
始業式（45分授業） 

1.始業式 2.火 1 3.火 2 

 

18 月 月１～４、木５、学活 

6 水 水 1～6 19 火 木１～４、火５～６ 

7 木 木 1～6 20 水 水１～６ 

8 金 金 1～6 21 木 木１～６ 

11 月 成人の日 22 金 
金１～６ 

5限：姿勢研修 

12 火 火 1～6 25 月 月１～４、木６、学活 

13 水 
チャレンジテスト 

1.国 2.数 3.英、水 4～6 
26 火 火１～６ 

14 木 木 1～6 27 水 水１～６ 

15 金 金 1～6 28 木 木１～６ 

  29 金 金１～６ 

◎新学期（1月５日）に持ってくるもの 
・スリッパ  ・体育館シューズ ・筆記用具  

・授業の用意（火１・火２）   ・冬休みの宿題（必要な教科） 

・今未来手帳 ・キャリアパスポート 



先生たちの今年の漢字 

  

 

 

 

 

 

 

小川先生 

古川先生 

浦辻先生 

田中先生 

村口先生 

佐藤先生 

安居先生 



 

 

 

 

 

 
 

みんなにとって、今年は特別な 1 年だったと思いますが、先生たちに 

とっても忘れられない特別な 1 年だったようです。 

来年はコロナが収束して、みんながいろんなことに遠慮しないで取り組める

1 年間になってほしいと思います。 

 

岩上先生 

山脇先生 

森山先生 

東田先生 

深谷先生 

新井先生 


